
事前評価個表

整理番号 93

地域（地区）名 耳川地域 事 業 名 森林環境保全整備事業
みみかわ

計画策定主体 宮崎県 対 象 市 町 村 日向市ほか４町村

事業実施期間 H23 ～ H27（５年間） 事業実施主体 市町村、森林組合、森林所有者等

事業の概要・目
的 耳川地域森林計画区の森林面積は146,960haで、このうち民有林が134,833ha(92％)、人工林

面積が84,181ha(62％)となっている。また、人工林の7割をスギが占め、齢級別面積は８齢級を
ピークに７齢級から９齢級以上の林分が51％を占め、特にスギでは標準伐期齢以上の森林が30,
655haとスギ人工林面積の56％を占めるなど人工林資源は収穫可能な時期を迎えている。

しかしながら、森林資源が充実していく一方で、近年の木材価格の長期低迷や高齢化等によ
る林業労働力の低下から、間伐等の保育管理が不十分な人工林が見受けられるようになり、こ
のまま推移すると、森林の公益的機能の発揮にも支障をきたすことが懸念されることから、長
伐期施業による資源循環を促進するため、耳川地域森林環境保全整備計画を作成し、これに基
づく森林整備を推進する必要がある。

本計画に基づき、未植栽地の解消、森林に応じた伐採や植栽・保育管理を着実に実施するこ
とにより、水源かん養機能等、森林の有する多面的機能の発揮が可能となる。

他産業との連携等に関しては、本計画の地域は農林業が基幹産業であり、その多くは畜産・
特用林産及び林業を取り入れた複合経営であることから、農林業の振興等において関係部局と
連携を図っている。

事業内容・事業 森林整備：31,102ha
費 人工造林、下刈り、除伐、間伐、森林作業道等

路網整備：3,250m
林業専用道開設

総事業費：7,899,670千円

費用対効果分析 B/C ＝ 3.33
結果 （総便益(B)＝47,209,825千円、総費用(C)＝14,149,610千円）

評価結果
必要性：保育対象林分の状況、森林整備の緊急性から見て必要性が高い

効率性：投下する費用を上回る効果が見込まれることから、事業の効率性が認められる。

有効性：健全な森林の整備によって、森林の有する公益的機能の確保はもとより、将来の優良
材の安定的生産に有効である。

本計画では、森林の有する多面的機能を発揮するために必要な森林整備が適切に計画されて
いる。また、効率性、有効性も認められることから、森林環境保全整備事業計画として実施す
ることが適当である。



整理番号 93

事業名：森林環境保全整備事業 宮崎県
地域名：耳川 （単位：千円）

評価額

11,916,459

6,637,060

11,330,760

11,454,567

7,986

5,022,806

1,554

66,387

412,060

10,039

森林整備促進便益 350,147

47,209,825

14,149,610

47,209,825

14,149,610

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 3.33

森林整備経費縮減等便益
造林作業経費縮減便益

環境保全便益 炭素固定便益

木材生産便益

生産等経費縮減便益

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

水質浄化便益

山地保全便益
土砂流出防止便益

土砂崩壊防止便益

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源かん養便益

洪水防止便益

流域貯水便益
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